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近
年
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
言
葉
が
企

業
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
政
治
や

社
会
運
動
な
ど
広
い
領
域
で
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域

に
焦
点
を
当
て
、
社
会
的
課
題
解

決
に
資
す
る
新
し
い
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
そ
れ
ら
を
提
供
す
る
仕
組

み
、
社
会
的
課
題
を
生
み
に
く
い

経
営
ス
タ
イ
ル
と
し
て
俯
瞰
し
て

み
よ
う
。

「
革
新
」に
３
つ
の
タ
イ
プ

　

右
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
な
４
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
を
経
て
、「
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
」「
市
場
社
会
の
変
化
」

「
個
人
や
制
度
の
変
化
」
の
３
つ

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
関
係
に
お
い
て
も
、

社
会
的
課
題
の
解
決
を
も
た
ら
す

よ
う
な
新
し
い
技
術
や
仕
組
み
の

開
発
と
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
２
つ
の
側
面

を
も
つ
。

　

現
在
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
シ

ス
テ
ム
は
、
企
業
内
部
と
外
部
の

ア
イ
デ
ア
を
組
み
合
わ
せ
、
革
新

的
で
新
し
い
価
値
を
創
り
出
す

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
。

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

の
コ
ア
プ
ロ
セ
ス
は
、
３
つ
の
タ

イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
１
つ
目
は

「
イ
ン
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
型
」で
、
ア

イ
デ
ア
や
技
術
を
外
部
環
境
へ
移

転
す
る
な
ど
し
て
、
市
場
に
投
入

す
る
こ
と
。

　

２
つ
目
は「
ア
ウ
ト
サ
イ
ド

イ
ン
型
」で
、
供
給
者
・
顧
客
な
ど

か
ら
知
識
を
調
達
し
て
、
自
社
の

知
識
基
盤
を
拡
張
し
て
い
く
こ

と
。
３
つ
目
は
連
結
型
で
、
２
つ

を
併
用
し
、
補
完
的
パ
ー
ト
ナ
ー

と「
価
値
共
創
」（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
）
を
行

う
こ
と
。
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
コ

ア
プ
ロ
セ
ス
は
相
互
に
関
連
し
て

い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」と「
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
組
み
合
わ
せ

た「
オ
ー
プ
ン
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」の
領
域
を
見
て
い
く
。

　

当
然
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
い
か
に
社
会

的
課
題
を
解
決
す
る
か
と
い
う
視

点
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
課
題
を

増
加
さ
せ
な
い
・
生
み
出
し
に
く

い
社
会
を
い
か
に
つ
く
る
か
と
い

う
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

　

同
時
に
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
企
業
な
ど
の
組
織
が
ど
の
よ

う
な
経
営
ス
タ
イ
ル
に
変
化
し
た

ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
組
織
の
あ

り
方
そ
の
も
の
を
考
え
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、「
オ
ー
プ
ン
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
創
出
す
る

経
営
ス
タ
イ
ル
に
焦
点
を
当
て
な

が
ら
見
て
い
こ
う
。

「
対
立
・
競
合
」の
最
小
化
を

　

ま
ず
考
え
て
み
た
い
の
は
、
社

会
的
課
題
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ

て
く
る
か
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
現
在
の
企

業
な
ど
の
経
営
ス
タ
イ
ル
を
み
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
企
業
経
営
者
の
関
心

は
株
主
を
筆
頭
に
顧
客
や
従
業

員
、
取
引
先
に
、
自
治
体
の
関
心

は
議
員
や
一
部
の
市
民
に
、
Ｎ
Ｐ

О
の
関
心
は
特
定
の
社
会
的
課
題

に
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
利
害
関
係
者
：
株
主
、
顧
客
、
従

業
員
、取
引
先
、生
活
者
、Ｎ
Ｐ
О
、

行
政
、
地
域
、
自
然
環
境
な
ど
）間

の「
対
立
・
競
合
」
が
拡
大
し
、
自

然
環
境
や
弱
者
と
い
っ
た
抵
抗
力

の
弱
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
し

わ
寄
せ
が
い
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
社
会
的
課
題
を
解
決

し
、
そ
も
そ
も
課
題
を
生
ま
な
い

た
め
に
は
、
事
業
に
お
け
る
多
様

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
対
立
・

競
合
を
最
小
化
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

し
か
も
、
単
体
の
組
織
で
は
で

き
な
い
た
め
、「
協
働
」が
必
要
に

な
る
が
、
そ
れ
を
実
現
す
る
カ
ギ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
経
済
的
・
社
会

的
に
自
立
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
共
有
す
る
価
値
や
経
営
ス
タ
イ

ル
に
あ
る
。

　

従
来
も
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
О
、
行

政
と
Ｎ
Ｐ
О
の
協
働
が
盛
ん
に
提

唱
さ
れ
て
き
た
が
、
総
じ
て
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
原
因
は
、
進
む
べ
き
方
向

性
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
や
、

ま
た
は
価
値
や
経
営
ス
タ
イ
ル
の

共
有
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
依
存
関
係
に
な
っ
て

「
相
乗
効
果
」
が
得
ら
れ
な
い
こ

協
働
と
協
調
で
課
題
解
決
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　一つの地域で複数の企業やＮＧＯ・ＮＰО、大学や自治体が
集まり、技術や人材・資金などのリソースを供出し合うことで、
社会課題を解決する動きが目立ってきた。日本でも企業とNPO
などによるパートナーシップ（協働）は数多く生まれたが、最近
はより多くの参加主体による「多角形」的な活動が特徴だ。この
動きを「オープン・ソーシャル・イノベーション（ＯSI）」と 
名づけたい。� （大室�悦賀＝京都産業大学経営学部准教授）

①  

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の「
対
立
」を
最
小
化

②  

社
会
・
環
境
の
相
互
関
係
を
み
る
た
め
に
哲
学
を

③  

市
場
に
振
り
回
さ
れ
な
い「
企
業
の
憲
法
」を

④  「
俯
瞰
力
」を
持
ち
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る

⑤  

根
幹
は「
つ
な
ぐ
こ
と
」と「
人
」に
あ
る

震
災
後
、
石
巻
市
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
描
い
た「
夢
の
ま
ち
プ

ラ
ン
」を
も
と
に
建
設
さ
れ
た
、
石
巻
市
子
ど

も
セ
ン
タ
ー「
ら
い
つ
」（
提
供
：
セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
）

オープン・ソーシャル・イノベーション 5つの条件

５つの条件

オープン・ソーシャル・
イノベーション

フェーズⅠ：  社会的課題の認知
フェーズⅡ：  ソーシャル・ビジネスの開発
フェーズⅢ：  市場社会からの支持
フェーズⅣ：  ソーシャル・イノベーションの普及

人
も
社
会
も
発
酵
す
る「
発
幸
場
」を
提
唱
す
る

寺
田
本
家
24
代
目
当
主
の
寺
田
優
さ
ん

出典：『ソーシャル・イノベーションの創出と普及』（谷本寛治ほか、NTT出版）を基に編集部作成

オープン・ソーシャル・イノベーションの構造

企業 企業

大学

自治体 市民

NGO
NPO地域


	40号特集

